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　The burden of bowel preparation with laxatives and dietary restrictions is one of the reasons 
for the low acceptance rate of colonoscopies. This study aimed to extract concepts related to the 
burden of bowel preparation. Semi-structured interviews were conducted with 25 adults (13 
men, median age 61 years [range 30-83 years]) who underwent a colonoscopy in an outpatient 
setting from June to August 2022. The interview contents were analyzed and classified into six 
categories of physical, psychological, and social burdens due to dietary restrictions and laxa-
tives, respectively. The findings can be used to construct a scale that can comprehensively 
assess the burden of bowel preparation and improve strategies for this.
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背景

　大腸内視鏡などの大腸検査は，大腸がん検診の二
次精査，大腸ポリープや慢性的な腸疾患（炎症性腸
疾患等）のフォローアップなどの目的で実施されて
おり，日本国内での実施件数は 2017 年には 25 万件
/ 月に及ぶ（厚生労働省，2018）。日本で増加傾向に
ある大腸がん（国立研究開発法人がん研究センター，
2019）の検診においては，便潜血検査によるスクリ
ーニングと大腸検査による二次精査を行うことで早
期発見・早期治療が可能であり（平成 16 年度厚生労
働省がん研究助成金「がん検診の適切な方法とその
評価法の確立に関する研究」班，2005），重要な検査
として位置づけられている。
　一般的に，検診の受検のアドヒアランスに関連す
る因子としては，当該検査に関する経験や満足度が
挙げられる（Selva et al., 2021）。大腸検査において
は，先だって，下剤や食事制限によって大腸内の便
を排泄させるための処置（以下，大腸前処置）が必
要である。この大腸前処置においては，多量の下剤
や水の服用，食材の制限や食事の中止，頻回の排便
などを伴うため，受検者の負担が大きく，受検の障
壁の一つとなっていることが報告されている。たと
えば，消化器内科外来患者 300 人を調査した先行研
究では，受検したくない重要な理由として，受検歴
なしの 66%，受検歴ありの 57% が大腸前処置を挙げ
た（Harewood et al., 2002）。また，日本における大
腸がん検診では，他がんに比較して，二次精査とし
ての大腸検査受診割合が低いが（国立研究開発法人
がん研究センター , 2021），大腸前処置の負担がこの
一因となっていることが推測される。
　大腸検査そのものによる負担は，細径内視鏡（Sato 
et al., 2012）の開発やCO2での送気（Wu & Hu, 2012）
を用いることより，軽減が図られている。しかし，
大腸前処置の負担については，下剤の種類や服用方
法，食事制限の方法などにより軽減できる余地があ
るが，十分に検討されていない。その理由として，
大腸前処置の負担感を測定するための科学的に妥当
かつ信頼性が検証された尺度が存在しないことが挙
げられる。以上から，大腸前処置の負担を Patient-
Reported Outcome （PRO）として評価し，より負担
の軽い大腸前処置を探索することは意義深い。
　現存する大腸検査に関する PRO の多くは，施設
設備や施設スタッフへの満足度，内視鏡検査に関す

る評価が主体であり，大腸前処置に特化して評価す
るものは少ない（Selva et al., 2021）。唯一，大腸前
処置の評価に特化した尺度であるPatient Satisfaction 
Scale in Patients Undergoing Bowel Preparation 
Prior to Colonoscopy（以下Patient Satisfaction Scale）

（Hatoum et al., 2016）は，大腸前処置に特化した下
剤である経口腸管洗浄剤の治験（Katz et al., 2013 ; 
Rex et al., 2013）に際して作成された尺度である。こ
れは，大腸前処置への満足度と次回検査時の受入れ
を評価する尺度であるが，開発過程での妥当性評価
が不十分であるなど，尺度としての評価は低い

（Selva et al., 2021）。
　そこで本研究では，科学的な手法に則り，大腸前
処置の負担感尺度を開発する前段階として，大腸前
処置を経験した者を対象に半構造化面接を行い，大
腸前処置の負担感の概念の抽出を行った。

方法

研究デザイン
　本研究では，大腸検査の受検者を対象として大腸
前処置に関する半構造化面接を行い，大腸前処置の
負担感に関するドメインの抽出を行った。

大腸前処置の負担感の操作的定義
　大腸前処置の負担感を，「大腸検査の前に行う下剤
の服用や食事制限によって，身体的・心理的・社会
的に重荷に感じること」と定義した。

研究対象者
　外来にて，下剤の服用と食事制限を含む大腸前処
置を行った上で大腸検査（大腸内視鏡，CT コロノ
グラフィ，大腸カプセル内視鏡）を受ける 20 歳以上
の者を対象とした。大腸検査の当日，研究について
の説明を行い，個別同意を取得した。

データ収集期間とセッティング
　2022 年 6 月から 8 月に，研究協力機関である 2 つ
の診療所にて実施した。両診療所とも，外来にて通
常 1 日に数件の大腸内視鏡を実施している医療施設
である。

大腸前処置の方法の概要
　大腸検査の前日の朝より，市販の検査食を摂取す
る，または医療施設からの指示に従った食事内容を
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自身で準備して，消化しやすい食事に変更する。前
日夜に，医療施設から指定された下剤を服用する。
当日は朝から絶食し，自宅あるいは医療機関にて便
色が透明に近くなるまで下剤と水を数時間かけて服
用する。なお，当日排便が不十分な場合は，下剤の
追加や浣腸を行う場合がある。

サンプリング方法
　大腸前処置の負担感に影響すると想定される受検
者の背景として，年齢，性別，日常生活の自立度，
大腸検査歴，大腸前処置に用いた薬剤，市販の検査
食の使用有無について多様になるよう，合目的的サ
ンプリングを行った。

データ収集の手順
　面接に先立ち，事前に質問項目を作成した（Table 
1）。面接のタイミングは，当日の診療状況と本人の
希望に合わせて，検査当日の大腸前処置終了直後，
検査当日の大腸検査後，後日のいずれかとした。専
門のインタビュアーあるいは医師（いずれも女性）
が，検査当日の場合は診療所内の個室にて，後日の

場合はウェブ会議システムにて，およそ 45 分間の面
接を行った。面接の内容は IC レコーダー，あるい
はウェブ会議システムの録音機能によって録音され，
発言内容は逐語録として書き起こされた。

データ分析の手順
　まず，意味ある内容ごとに逐語録を切片化し，そ
れぞれに発言番号を付与した。大腸前処置の負担感
に関連すると思われる切片について，それぞれ要約
を付与し，類似した要約を第 3 カテゴリにまとめ，

｛第 3 カテゴリ名｝を付与した。同様に，類似したカ
テゴリを第 2 カテゴリ，第 1 カテゴリの順にまとめ，

《第 2 カテゴリ名》，【第 1 カテゴリ名】を付与した。
以上の作業は，医師 2 人と計量心理学者 2 人にて議
論を重ねながら繰り返した。

結果

対象者の特徴
　合計 25 人に面接を行った。研究対象者の背景と，
大腸前処置の方法について Table 2 に示す。男性は
13 人，年齢は 30-83（中央値 61）歳であった。就労

Table 1　半構造化面接の質問項目

1.  大腸前処置の内容について 食事 ・食事に関して病院から受けた説明内容とそれに対する印象
・食事の内容，食事制限を開始した時期，検査食購入の有無
・ 病院からの指示通りに食事を変えられたか。変えられなかった場合，

その理由・要因
下剤 ・病院から受けた説明内容と，説明内容に対する印象

・下剤の名前，特徴，服用時期，服用方法
・ 病院からの説明通りに下剤を服用できたか。できなかった場合，そ

の理由・要因
・ 下剤の味，におい，量

追加処置 ・ 追加の処置（下剤の増量や浣腸）があったか
2.  大腸前処置の負担について 説明 大腸前処置の内容で，大変さ，負担を感じたか

・ 何が，なぜ，大変・負担であったか
・ 大変さ，負担を感じた場面
・ 大変さ，負担の内容の表現

身体的負担 疲労，空腹感，おなかの痛み・張りなど，体の負担があったか
心理的負担 不安，便を見られる恥ずかしさなど，心の負担があったか
生活への影響 仕事・家事・睡眠への支障，予定の調整など，生活に影響はあったか
- 以上の負担のうち，最も負担感が大きかったこと

3. 他者への負担の訴え 負担を誰かに訴えたか
・ 訴えた場合，訴えた相手と内容
・ 訴えなかった場合，その理由

4. 他者からの助け 大腸前処置を行うために，他者の助けを借りたか
・ 助けを借りた場合，借りた相手と内容
・ 助けを借りなかった場合，その理由

5. 医療施設からの事前説明 医療施設からの事前説明で，役に立ったこと，不足していたこと
6. 次回の受け入れ ・ 次回も同じ大腸前処置を受けたいか，また，その理由

・ 次回大腸前処置を受けるとしたら，改善されてほしい点
7. 前回との比較 （大腸検査歴2回目以上の場合のみ）

・ 前回の大腸前処置の内容
・ 今回との負担感の違い
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状況は，就労している者（パートタイムを含む）が
15 人であった。生活の自立度は，外出に介助を要す
る者が 1 人，他は自立であった。大腸検査歴は，初
回 6 人，2 回目以上 19 人であった。用いられた下剤
は，経口腸管洗浄剤として，ポリエチレングリコー
ルを含むナトリウム・カリウム配合剤（ニフレック
Ⓡ，水に溶解して 2 ～ 4L 服用する）とナトリウム・
カリウム・アスコルビン酸配合剤（モビプレップ ®，
水に溶解して 1 ～ 2L 服用し，その半量にあたる水
分を摂取する），ポリエチレングリコールを含まない
ピコスルファートナトリウム水和物・酸化マグネシ
ウム・無水クエン酸配合剤（ピコプレップ ®，1 回 1
包を約 150mL の水に溶解して計 2 回服用し，2L 程
度の水分を摂取する）の 3 種であった。それ以外の
下剤として，クエン酸マグネシウム散（マグコロー
ル ® 散，前日夜に約 180mL の水に溶解して服用す
る），ピコスルファートナトリウム水和物（ラキソベ
ロン ® 内用液，10mL を服用する）の 2 種であった。
当日の大腸前処置を行う場所は，自宅 6 人，診療所
19 人であった。

発言内容の整理と大腸前処置の負担感のドメインの
抽出
　発言内容を検討し，下剤と食事制限それぞれにつ
き，身体的負担，心理的負担，社会的負担の 3 つの
カテゴリに分け，計 6 つのカテゴリとした（Table 
3，第 1 カテゴリ）。

【LPh. 下剤による身体的負担】
《LPh-1. 下剤の性状による負担》｛LPh-1-A. 下剤の味
の負担｝には，下剤の塩味，甘さ，苦みといった味
に対する負担感が表れていた。また，経口腸管洗浄
剤は服用量が多く，｛LPh-1-B. 下剤の味への飽きによ
る飲みにくさ｝も見られた。その他，下剤のにおい，
食感（とろみやねばつき），温度（ぬるさ / 冷たさ），
剤型，下剤 / 水の量による負担感（LPh-1-C，D，E，
F，G）も抽出された。

《LPh-2. 下剤による消化器症状の負担》経口腸管洗
浄剤，それと同時に飲む水の量は多く，｛LPh-2-A. 下
剤 / 水による腹部膨満のつらさ｝が見いだされた。
また，大腸前処置中には 10 ～ 20 回程度の排便があ
り，｛LPh-2-B. 肛門の痛みのつらさ｝に関する発言も
見られた。この他，下剤の服用による吐き気，腹痛，

Table 2　研究対象者の背景（n=25）

年齢，中央値 （範囲） 61 （30-83）
男性/女性，n 13/12
就労状況，n
　 フルタイム 13
　 パートタイム・アルバイト 2
　 専業で家事をしている 8
　 その他 2
独居，n 2
併存症，n
　 脳卒中/心臓病/腎臓病 2/2/0
常用薬あり，n 18
腹部手術歴あり，n 2
日常生活の自立度，n
　 生活自立/介助により外出 24/1
大腸検査歴，n
　 初回/2回目以上 6/19
大腸検査を受けることになった契機，n
　 症状（腹痛，血便，下痢等）あり 9
使用した下剤，n
　 前日 マグコロール®，当日 モビプレップ® 17
　 前日 ラキソベロン®，当日 ニフレックⓇ 3
　 前日 ラキソベロン®，前日・当日 ピコプレップ® 3
　 前日・当日 モビプレップ® 2
市販の検査食の利用，n 11
検査当日の大腸前処置の場所，n
　 自宅/診療所 6/19
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け
て

飲
む

の
が

嫌
だ

っ
た

の
は

，
単

純
に

め
ん

ど
う

さ
か

，
時

間
が

経
つ

に
つ

れ
て

飲
み

に
く

さ
が

あ
っ

た
と

か
？

）
最

後
の

ほ
う

は
飲

み
に

く
か

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。
そ

れ
は

味
に

慣
れ

た
と

い
う

か
，

飽
き

た
と

い
う

か
。

同
じ

味
を

ず
っ

と
飲

ん
で

い
る

か
ら

。
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第
1カ

テ
ゴ

リ
（

Fi
rs

t c
at

eg
or

y）
第

2カ
テ

ゴ
リ

（
Se

co
nd

 c
at

eg
or

y）
第

3カ
テ

ゴ
リ

（
T

hi
rd

 c
at

eg
or

y）
発

言
内

容
の

要
約

（
Su

m
m

ar
y 

of
 in

te
rv

ie
w

 c
on

te
nt

s）
発

言

C.
 下

剤
の

に
お

い
の

負
担

（
Bu

rd
en

 d
ue

 to
 th

e 
sm

el
l o

f 
la

xa
tiv

es
）

 
（

B0
00

5-
03

3）
 （

に
お

い
が

あ
る

わ
け

で
は

な
い

の
か

？
）

や
っ

ぱ
り

に
お

い
か

な
。

あ
と

に
残

る
。（

次
を

飲
み

た
く

な
い

気
分

に
さ

せ
る

の
か

？
）

そ
う

。
拒

絶
す

る
。

（
吐

き
気

は
あ

る
か

？
）

な
か

っ
た

け
ど

飲
み

づ
ら

く
て

，
飲

む
の

に
必

死
だ

っ
た

。
（

飲
ん

で
い

る
中

で
工

夫
し

た
こ

と
は

あ
っ

た
か

？
）

水
を

用
意

し
て

く
れ

て
，

嫌
な

香
り

か
何

か
残

っ
て

い
る

の
を

消
す

の
に

水
を

飲
ん

で
，

口
の

中
を

ゆ
す

い
で

，
や

っ
て

も
一

緒
。

何
回

や
っ

て
も

や
っ

ぱ
り

飲
み

づ
ら

い
。

だ
か

ら
，

あ
と

の
1L

が
結

構
時

間
が

か
か

っ
た

。
ち

び
ち

び
と

飲
ん

だ
。

D
. 下

剤
の

食
感

の
負

担
（

Bu
rd

en
 d

ue
 to

 th
e 

te
xt

ur
e 

of
 la

xa
tiv

es
）

a. 
下

剤
の

と
ろ

み
に

よ
る

飲
み

に
く

さ
（

D
iffi

cu
lty

 in
 ta

ki
ng

 la
xa

tiv
es

 d
ue

 
to

 th
e 

th
ic

kn
es

s）

（
A

00
02

-0
44

） （
と

ろ
み

は
飲

み
に

く
い

か
？

）
そ

ん
な

き
つ

い
と

ろ
み

で
は

な
い

け
ど

，
ち

ょ
っ

と
と

ろ
み

が
あ

っ
た

よ
う

な
気

が
す

る
。（

そ
の

と
ろ

み
が

あ
る

こ
と

は
，

飲
み

や
す

い
の

か
，

逆
に

飲
み

に
く

い
か

？
）

飲
み

に
く

い
。

さ
ら

っ
と

し
て

い
な

い
か

ら
重

い
感

じ
が

す
る

。
b.

 下
剤

の
ね

ば
つ

き
に

よ
る

飲
み

に
く

さ （
D

iffi
cu

lty
 in

 ta
ki

ng
 la

xa
tiv

es
 d

ue
 

to
 th

ei
r 

st
ic

ki
ne

ss
）

c. 
下

剤
の

粉
っ

ぽ
さ

に
よ

る
飲

み
に

く
さ （
D

iffi
cu

lty
 in

 ta
ki

ng
 la

xa
tiv

es
 d

ue
 

to
 th

ei
r 

po
w

de
ry

 ta
st

e）
d.

 下
剤

の
重

い
/か

た
い

感
じ

に
よ

る
飲

み
に

く
さ

（
D

iffi
cu

lty
 in

 ta
ki

ng
 la

xa
tiv

es
 d

ue
 

to
 th

ei
r 

he
av

y/
st

iff
 te

xt
ur

e）
e. 

下
剤

の
食

感
の

改
良

（
さ

ら
っ

と
し

た
食

感
）

の
要

望
（

D
es

ire
 fo

r 
th

e 
im

pr
ov

em
en

t i
n 

th
e 

te
xt

ur
e 

of
 la

xa
tiv

es
 ［

lig
ht

er
 

te
xt

ur
e］

）
f. 

下
剤

の
食

感
の

改
良

（
粉

っ
ぽ

さ
の

軽
減

）
の

要
望

（
D

es
ire

 fo
r 

th
e 

im
pr

ov
em

en
t i

n 
th

e 
te

xt
ur

e 
of

 la
xa

tiv
es

 ［
le

ss
 

po
w

de
ry

］）
E.

 下
剤

の
温

度
に

よ
る

負
担

（
Bu

rd
en

 d
ue

 to
 th

e 
te

m
pe

ra
tu

re
 o

f l
ax

at
iv

es
）

a. 
下

剤
の

ぬ
る

さ
に

よ
る

飲
み

に
く

さ
（

D
iffi

cu
lty

 in
 ta

ki
ng

 la
xa

tiv
es

 d
ue

 
to

 th
ei

r 
lu

ke
w

ar
m

ne
ss

）

（
B0

00
4-

05
0）

 （
具

体
的

に
何

が
変

わ
っ

て
ほ

し
い

か
？

）
ぬ

る
す

ぎ
る

。
も

う
ち

ょ
っ

と
冷

た
さ

が
あ

っ
た

ほ
う

が
い

い
な

と
思

う
。

薬
と

自
分

で
持

っ
て

き
た

氷
水

を
交

互
に

飲
ん

で
い

た
。

交
互

に
飲

む
ほ

う
が

飲
み

や
す

か
っ

た
。

b.
 下

剤
の

冷
た

さ
に

よ
る

飲
み

に
く

さ
（

D
iffi

cu
lty

 in
 ta

ki
ng

 la
xa

tiv
es

 d
ue

 
to

 th
ei

r 
co

ld
ne

ss
）
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第
1カ

テ
ゴ

リ
（

Fi
rs

t c
at

eg
or

y）
第

2カ
テ

ゴ
リ

（
Se

co
nd

 c
at

eg
or

y）
第

3カ
テ

ゴ
リ

（
T

hi
rd

 c
at

eg
or

y）
発

言
内

容
の

要
約

（
Su

m
m

ar
y 

of
 in

te
rv

ie
w

 c
on

te
nt

s）
発

言

F.
 下

剤
の

剤
型

の
負

担
（

Bu
rd

en
 d

ue
 to

 th
e 

do
sa

ge
 

fo
rm

 o
f l

ax
at

iv
es

）

a. 
下

剤
の

剤
型

の
変

更
（

錠
剤

）
の

要
望 （
D

es
ire

 fo
r 

th
e 

ch
an

ge
 o

f l
ax

at
iv

e 
do

sa
ge

 fo
rm

 ［
ta

bl
et

s］
）

（
B0

00
2-

08
8）

 下
剤

が
も

う
ち

ょ
っ

と
飲

み
や

す
か

っ
た

ら
。

液
体

じ
ゃ

な
く

て
錠

剤
が

い
い

。（
錠

剤
は

今
ま

で
な

か
っ

た
の

か
？

）
そ

う
。

錠
剤

が
あ

る
と

あ
り

が
た

い
。（

錠
剤

に
な

る
と

何
が

一
番

良
く

な
る

と
思

う
か

？
）

飲
む

と
き

に
吐

い
た

り
す

る
の

で
，

飲
み

や
す

さ
。（

前
回

の
薬

や
昨

日
の

夜
の

ビ
ン

の
薬

を
飲

ん
だ

ら
ム

カ
ム

カ
す

る
の

が
，

良
く

な
る

の
で

は
な

い
か

，
と

い
う

こ
と

か
？

）
そ

う
。

G.
 下

剤
も

し
く

は
水

の
量

の
負

担 （
Bu

rd
en

 d
ue

 to
 a

 la
rg

e 
qu

an
tit

y 
of

 la
xa

tiv
es

 o
r 

w
at

er
）

a. 
下

剤
の

量
の

多
さ

に
よ

る
飲

み
に

く
さ （
D

iffi
cu

lty
 in

 ta
ki

ng
 a

 la
rg

e 
qu

an
tit

y 
of

 la
xa

tiv
es

）

（
A

00
05

-0
18

） 
回

数
に

分
け

て
飲

む
と

は
い

え
，

1L
な

の
で

量
が

多
く

て
そ

れ
が

ち
ょ

っ
と

し
ん

ど
か

っ
た

。

b.
 下

剤
と

一
緒

に
飲

む
水

の
量

の
多

さ
に

よ
る

飲
み

に
く

さ
（

D
iffi

cu
lty

 in
 ta

ki
ng

 a
 la

rg
e 

am
ou

nt
 o

f w
at

er
 w

ith
 th

e 
la

xa
tiv

e）
c. 

下
剤

と
水

の
量

の
多

さ
に

よ
る

飲
み

に
く

さ
（

D
iffi

cu
lty

 in
 ta

ki
ng

 a
 la

rg
e 

qu
an

tit
y 

of
 b

ot
h 

la
xa

tiv
e 

an
d 

w
at

er
）

d.
 下

剤
の

量
の

減
量

の
要

望
（

D
es

ire
 fo

r 
a 

re
du

ct
io

n 
in

 th
e 

qu
an

tit
y 

of
 la

xa
tiv

e）
2. 

下
剤

に
よ

る
消

化
器

症
状

の
負

担
（

Bu
rd

en
 o

f 
ga

st
ro

in
te

st
in

al
 

sy
m

pt
om

s 
du

e 
to

 
la

xa
tiv

es
）

A
. 下

剤
/水

に
よ

る
腹

部
膨

満
の

つ
ら

さ
（

Bu
rd

en
 o

f a
bd

om
in

al
 

bl
oa

tin
g 

du
e 

to
 la

xa
tiv

es
/

w
at

er
）

 
（

B0
00

4-
03

2）
 （

準
備

で
一

番
負

担
だ

と
感

じ
る

こ
と

は
何

か
）

今
日

の
薬

。
こ

れ
が

大
変

。
お

腹
の

張
り

。

B.
 肛

門
の

痛
み

の
つ

ら
さ

（
Bu

rd
en

 o
f a

na
l p

ai
n）

 
（

A
00

18
-0

44
） （

病
院

に
来

て
か

ら
の

か
？

）
個

人
差

が
あ

る
と

思
う

け
ど

（
看

護
師

さ
ん

に
便

色
が

）O
K

で
す

よ
と

言
わ

れ
る

回
数

で
，

ト
イ

レ
に

何
回

も
行

く
と

お
尻

の
出

口
が

痛
く

な
る

。
ず

っ
と

下
痢

を
し

て
い

る
よ

う
な

感
じ

に
な

る
。

そ
れ

を
家

で
や

っ
て

も
同

じ
こ

と
だ

し
，

そ
の

回
数

を
量

が
50

0c
cに

な
ら

な
い

か
な

，
と

か
。

C.
 下

剤
に

よ
る

吐
き

気
の

つ
ら

さ
（

Bu
rd

en
 o

f n
au

se
a 

fr
om

 
la

xa
tiv

es
）

 
（

B0
00

3-
06

3）
 （

先
に

知
っ

て
お

き
た

か
っ

た
こ

と
は

）
薬

の
副

作
用

。（
薬

を
内

服
し

て
夜

中
に

）
顔

が
青

ざ
め

た
り

，
吐

き
気

が
あ

っ
た

り
。

こ
う

な
っ

た
と

き
に

医
療

機
関

を
受

診
し

て
く

だ
さ

い
と

（
説

明
用

紙
に

）
あ

っ
た

け
ど

，
こ

う
な

っ
て

次
の

日
に

（
予

定
通

り
当

日
の

薬
を

）
飲

ん
で

も
い

い
の

か
ど

う
か

の
判

断
が

，
ど

う
し

よ
う

か
な

と
思

っ
た

。
D

. 下
剤

に
よ

る
腹

痛
の

つ
ら

さ
（

Bu
rd

en
 o

f a
bd

om
in

al
 p

ai
n 

fr
om

 la
xa

tiv
es

）

 
（

B0
00

2-
05

3）
 （

準
備

で
一

番
負

担
だ

と
感

じ
る

こ
と

は
何

だ
っ

た
か

）
昨

日
寝

る
前

の
腹

痛
。（

薬
を

）
飲

ん
で

1時
間

後
ぐ

ら
い

か
ら

。
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第
1カ

テ
ゴ

リ
（

Fi
rs

t c
at

eg
or

y）
第

2カ
テ

ゴ
リ

（
Se

co
nd

 c
at

eg
or

y）
第

3カ
テ

ゴ
リ

（
T

hi
rd

 c
at

eg
or

y）
発

言
内

容
の

要
約

（
Su

m
m

ar
y 

of
 in

te
rv

ie
w

 c
on

te
nt

s）
発

言

E.
 下

剤
/水

に
よ

る
腹

部
の

冷
え

の
つ

ら
さ

（
Bu

rd
en

 o
f c

ol
dn

es
s 

in
 th

e 
ab

do
m

en
 d

ue
 to

 la
xa

tiv
es

/
w

at
er

）

 
（

A
00

10
-0

25
） （

お
水

と
お

湯
を

両
方

合
間

に
飲

ん
だ

の
か

，
気

分
的

な
も

の
な

の
か

，
飲

み
や

す
さ

に
つ

な
が

る
使

い
分

け
な

の
か

？
）

全
部

を
飲

ん
だ

後
に

お
腹

が
冷

え
た

気
が

し
た

の
で

お
湯

が
ほ

し
く

な
っ

て
，

こ
ち

ら
で

も
お

湯
を

持
っ

て
き

た
ほ

う
が

い
い

と
教

え
て

い
た

だ
い

て
い

た
の

で
。

お
腹

が
冷

え
た

気
が

し
た

の
で

お
白

湯
を

飲
ん

だ
。

F.
 口

渇
感

（
D

ry
 m

ou
th

）
 

（
A

00
11

-0
22

） （
起

き
て

か
ら

家
を

出
る

ま
で

は
ど

う
過

ご
し

た
の

か
）

水
分

を
結

構
取

っ
た

。
夜

か
ら

朝
の

間
に

4回
出

て
い

る
の

で
，

や
け

に
の

ど
が

渇
い

て
，

結
構

水
分

を
取

っ
て

い
た

。
3. 

排
便

に
伴

う
体

の
つ

ら
さ

（
Ph

ys
ic

al
 

di
sc

om
fo

rt
 

as
so

ci
at

ed
 w

ith
 

de
fe

ca
tio

n）

A
. 急

い
で

排
便

し
に

い
く

こ
と

に
よ

る
体

の
つ

ら
さ

（
Ph

ys
ic

al
 d

isc
om

fo
rt

 fr
om

 
ru

sh
in

g 
to

 d
ef

ec
at

e）

 
（

A
00

15
-0

38
） 

た
だ

，
ト

イ
レ

に
行

っ
て

出
だ

す
と

，
足

も
悪

い
し

，
ま

た
行

く
の

が
あ

れ
だ

か
ら

，
ト

イ
レ

か
ら

動
け

な
か

っ
た

と
い

う
か

，
大

変
と

言
え

ば
大

変
。

結
構

な
ス

ピ
ー

ド
で

出
る

か
ら

そ
の

点
が

ち
ょ

っ
と

。（
家

族
の

発
言

：
便

意
を

感
じ

た
ら

す
ぐ

に
出

る
か

ら
，

便
意

を
感

じ
る

か
感

じ
な

い
か

で
，

出
る

，
と

言
っ

て
い

た
。）

こ
こ

に
い

て
も

，
入

る
の

が
わ

あ
っ

と
走

っ
て

，
い

う
感

じ
だ

っ
た

。
B.

 排
便

回
数

の
多

さ
に

よ
る

体
の

つ
ら

さ
（

Ph
ys

ic
al

 d
isc

om
fo

rt
 d

ue
 to

 
fr

eq
ue

nt
 d

ef
ec

at
io

n）

 
（

A
00

17
-0

58
） （

何
回

も
行

く
こ

と
が

大
変

の
か

，
痛

い
か

ら
大

変
な

の
か

，
こ

の
大

変
さ

は
何

か
？

）
僕

の
場

合
は

何
回

も
行

く
こ

と
が

大
変

だ
っ

た
。

回
数

自
体

が
。

一
番

い
い

要
望

と
し

て
は

2，
3回

，
あ

る
い

は
4，

5回
で

，
き

れ
い

な
無

色
透

明
に

な
る

下
剤

が
で

き
れ

ば
一

番
い

い
。

4. 
下

剤
に

起
因

す
る

睡
眠

の
妨

げ
（

D
ist

ur
ba

nc
e 

of
 

sle
ep

 c
au

se
d 

by
 

la
xa

tiv
es

）

A
. 腹

部
症

状
や

排
泄

に
よ

る
睡

眠
の

妨
げ

（
D

ist
ur

ba
nc

e 
of

 s
le

ep
 d

ue
 to

 
ab

do
m

in
al

 s
ym

pt
om

s 
or

 
de

fe
ca

tio
n）

a. 
腹

部
症

状
や

排
泄

に
よ

る
睡

眠
の

妨
げ （
D

ist
ur

ba
nc

e 
of

 s
le

ep
 d

ue
 to

 
ab

do
m

in
al

 s
ym

pt
om

s 
or

 
de

fe
ca

tio
n）

（
B0

00
2-

07
8）

 （
昨

日
，

今
日

の
睡

眠
は

？
）

寝
ら

れ
て

い
な

い
。

お
手

洗
い

に
何

度
も

行
っ

た
か

ら
。

b.
 夜

間
に

便
意

を
催

さ
な

い
よ

う
な

薬
効

の
要

望
（

D
es

ire
 fo

r 
la

xa
tiv

es
 th

at
 d

o 
no

t 
ca

us
e 

ni
gh

tt
im

e 
bo

w
el

 
m

ov
em

en
ts

）
5. 

疲
労

感
（

Fa
tig

ue
）

A
. 下

剤
使

用
に

伴
う

疲
労

感
（

Fa
tig

ue
 a

ss
oc

ia
te

d 
w

ith
 

la
xa

tiv
e 

us
e）

 
（

B0
00

4-
03

4）
 （

疲
れ

は
あ

っ
た

か
？

）
今

日
の

薬
を

飲
ん

で
い

る
と

き
。

LP
s

下
剤

に
よ

る
心

理
的

負
担

（
Ps

yc
ho

lo
gi

ca
l 

bu
rd

en
 o

f l
ax

at
iv

e 
us

e）

1.下
剤

使
用

に
伴

う
不

安
（

A
nx

ie
ty

 
as

so
ci

at
ed

 w
ith

 
la

xa
tiv

e 
us

e）

A
. 下

剤
に

起
因

す
る

大
腸

前
処

置
不

成
功

へ
の

不
安

（
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 u
ns

uc
ce

ss
fu

l 
bo

w
el

 p
re

pa
ra

tio
n 

du
e 

to
 

la
xa

tiv
e 

us
e）

 
（

B0
00

2-
07

2）
 （

不
安

だ
っ

た
と

か
，

恥
ず

か
し

か
っ

た
と

か
心

理
的

な
面

で
つ

ら
か

っ
た

と
か

は
あ

る
か

）
カ

メ
ラ

の
検

査
中

に
便

が
出

た
ら

ど
う

し
よ

う
と

思
っ

た
。

透
明

に
な

ら
な

か
っ

た
の

で
，

ま
だ

残
っ

て
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

か
検

査
が

う
ま

く
い

く
か

な
と

か
の

不
安

が
強

か
っ

た
。

B.
 下

剤
の

服
用

方
法

に
関

す
る

不
安

（
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 m
et

ho
d 

of
 

la
xa

tiv
e 

ad
m

in
ist

ra
tio

n）

a. 
下

剤
の

飲
み

方
が

正
し

い
か

の
不

安
（

A
nx

ie
ty

 a
bo

ut
 th

e 
w

ay
 to

 ta
ke

 
la

xa
tiv

es
）

（
A

00
15

-0
24

） 
大

急
ぎ

で
飲

ん
だ

ら
お

腹
が

膨
ら

む
だ

け
で

出
な

い
と

お
っ

し
ゃ

っ
た

の
で

，
ど

の
ぐ

ら
い

の
ペ

ー
ス

で
飲

め
ば

い
い

か
，

と
い

う
心

配
事

が
あ

っ
た

の
と

。
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第
1カ

テ
ゴ

リ
（

Fi
rs

t c
at

eg
or

y）
第

2カ
テ

ゴ
リ

（
Se

co
nd

 c
at

eg
or

y）
第

3カ
テ

ゴ
リ

（
T

hi
rd

 c
at

eg
or

y）
発

言
内

容
の

要
約

（
Su

m
m

ar
y 

of
 in

te
rv

ie
w

 c
on

te
nt

s）
発

言

b.
 下

剤
を

飲
む

ペ
ー

ス
が

正
し

い
か

分
か

ら
な

い
こ

と
へ

の
不

安
（

A
nx

ie
ty

 a
bo

ut
 th

e 
pa

ce
 a

t w
hi

ch
 

to
 ta

ke
 th

e 
la

xa
tiv

e）
c. 

下
剤

を
全

量
飲

み
切

れ
な

い
こ

と
へ

の
不

安
（

A
nx

ie
ty

 a
bo

ut
 in

ca
pa

bi
lit

y 
to

 
fin

ish
 th

e 
en

tir
e 

do
se

 o
f l

ax
at

iv
e）

d.
 下

剤
が

溶
け

残
る

こ
と

へ
の

不
安

 
（

A
nx

ie
ty

 a
bo

ut
 th

e 
la

xa
tiv

e 
no

t 
di

ss
ol

vi
ng

 c
om

pl
et

el
y）

e. 
薬

を
こ

ぼ
し

て
し

ま
う

こ
と

へ
の

不
安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 s
pi

lli
ng

 th
e 

la
xa

tiv
e）

f. 
薬

剤
名

が
分

か
ら

な
い

こ
と

へ
の

不
安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 n
ot

 k
no

w
in

g 
th

e 
na

m
e 

of
 th

e 
la

xa
tiv

e）
C.

 下
剤

使
用

に
伴

う
そ

の
ほ

か
の

不
安

（
O

th
er

 c
on

ce
rn

s 
as

so
ci

at
ed

 
w

ith
 la

xa
tiv

e 
us

e）

a. 
下

剤
使

用
中

の
不

測
の

事
態

へ
の

不
安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 u
ne

xp
ec

te
d 

ev
en

ts
 d

ur
in

g 
la

xa
tiv

e 
us

e）

（
A

00
18

-0
48

） （
自

宅
で

す
る

の
と

病
院

で
す

る
の

と
で

は
負

担
感

が
違

う
と

思
う

か
？

）
家

だ
っ

た
ら

自
己

判
断

し
な

い
と

い
け

な
い

。
こ

こ
だ

っ
た

ら
（

医
療

ス
タ

ッ
フ

が
）

見
て

く
れ

る
。

そ
の

ほ
う

が
安

心
感

が
出

る
。

2. 
便

意
切

迫
へ

の
不

安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 
th

e 
ur

ge
nc

y 
of

 
bo

w
el

 m
ov

em
en

t）

A
. 移

動
中

の
便

意
切

迫
へ

の
不

安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 th
e 

ur
ge

nc
y 

of
 b

ow
el

 m
ov

em
en

t d
ur

in
g 

tr
an

sp
or

ta
tio

n）

 
（

A
00

02
-0

16
） 

病
院

に
行

く
ま

で
に

，
家

か
ら

結
構

距
離

が
あ

る
の

で
，

途
中

で
や

や
こ

し
く

な
っ

た
ら

か
な

わ
な

い
な

，
と

い
う

思
い

は
あ

っ
た

。

B.
 夜

間
の

便
意

切
迫

へ
の

不
安

（
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 th
e 

ur
ge

nc
y 

of
 b

ow
el

 m
ov

em
en

t a
t 

ni
gh

t）

 
（

A
00

17
-0

44
） （

準
備

で
一

番
負

担
だ

と
感

じ
る

こ
と

は
何

か
）

や
っ

ぱ
り

前
日

に
寝

て
い

る
と

き
。

布
団

を
汚

し
て

し
ま

う
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

の
が

一
番

の
不

安
。

C.
 仕

事
中

の
便

意
切

迫
へ

の
不

安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 th
e 

ur
ge

nc
y 

of
 b

ow
el

 m
ov

em
en

t a
t 

w
or

k）

 
（

B0
00

6-
04

0）
 （

今
日

は
本

来
は

仕
事

を
す

る
曜

日
か

？
）

そ
う

。（
30

分
だ

け
仕

事
に

出
ら

れ
た

の
は

検
査

の
た

め
に

仕
事

を
控

え
め

に
し

た
の

か
？

）
で

き
た

ら
今

日
は

何
も

し
な

い
ほ

う
が

良
か

っ
た

け
ど

，
た

ま
た

ま
人

と
会

う
予

定
を

入
れ

て
し

ま
っ

た
の

で
。

会
っ

て
い

る
と

き
に

ト
イ

レ
に

行
き

た
く

な
っ

た
ら

ど
う

し
よ

う
と

い
う

不
安

は
あ

っ
た

け
ど

，
大

丈
夫

だ
っ

た
。

D
. 便

意
切

迫
（

全
般

）
へ

の
不

安 （
A

nx
ie

ty
 a

bo
ut

 th
e 

ur
ge

nc
y 

of
 b

ow
el

 m
ov

em
en

t ［
in

 
ge

ne
ra

l］
）

 
（

A
00

01
-0

36
） （

準
備

の
中

で
ち

ょ
っ

と
し

た
引

っ
掛

か
り

が
あ

っ
た

中
で

，
一

番
不

快
だ

っ
た

り
，

こ
の

準
備

が
あ

る
か

ら
億

劫
に

な
る

と
こ

ろ
が

あ
る

と
し

た
ら

何
か

？
）

単
純

に
下

剤
な

の
で

，
排

便
が

い
つ

起
こ

る
か

予
測

で
き

な
い

の
で

，
道

中
と

か
犬

の
散

歩
と

か
，

家
事

，
買

い
物

と
か

い
ろ

い
ろ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
き

か
な

い
の

が
緊

張
さ

せ
る

。
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（
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hi
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発

言
内

容
の

要
約

（
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m
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rv

ie
w

 c
on
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発

言

3. 
下

剤
服

用
方

法
の

煩
わ

し
さ

（
D

iffi
cu

lty
 in

 
la

xa
tiv

e 
ad

m
in

ist
ra

tio
n 

pr
oc

ed
ur

e）

A
. 下

剤
を

飲
む

手
順

の
煩

わ
し

さ （
D

iffi
cu

lty
 in

 ta
ki

ng
 

la
xa

tiv
es

）

 
（

A
00

16
-0

20
） （

作
り

方
，

量
，

飲
ん

だ
と

き
の

感
じ

も
含

め
て

感
想

は
？

）
ち

ょ
っ

と
ず

つ
飲

ん
で

く
だ

さ
い

，
と

い
う

の
が

め
ん

ど
う

く
さ

か
っ

た
。

15
分

か
け

て
飲

ん
で

く
だ

さ
い

，
と

い
う

の
が

め
ん

ど
う

く
さ

か
っ

た
。

飲
む

な
ら

一
気

に
飲

ま
せ

て
ほ

し
か

っ
た

。
B.

 下
剤

の
溶

け
に

く
さ

（
D

iffi
cu

lty
 in

 d
iss

ol
vi

ng
 

la
xa

tiv
es

）

 
（

A
00

07
-0

42
） （

そ
の

検
査

が
あ

っ
た

と
し

て
も

前
準

備
は

変
わ

ら
な

さ
そ

う
だ

と
思

う
か

，
こ

の
へ

ん
が

改
善

さ
れ

て
い

る
と

い
い

な
と

思
う

こ
と

は
？

）
進

化
す

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。（

こ
こ

が
変

わ
れ

ば
も

う
少

し
大

変
だ

と
感

じ
た

準
備

が
楽

に
な

る
と

思
っ

た
と

こ
ろ

は
？

）
前

段
階

で
粉

を
わ

ざ
わ

ざ
水

に
溶

か
す

こ
と

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

す
れ

ば
い

い
の

に
，

と
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
。

4. 
恥

ず
か

し
さ

（
Em

ba
rr

as
sm

en
t）

A
. 医

療
者

に
排

泄
物

を
見

ら
れ

る
恥

ず
か

し
さ

（
Em

ba
rr

as
sm

en
t d

ue
 to
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ce
s 

be
in

g 
se

en
 b

y 
m

ed
ic

al
 

st
aff

）

 
（

A
00

16
-0

64
） 

処
置

と
は

関
係

な
い

け
ど

，
看

護
師

さ
ん

を
ト

イ
レ

に
行

っ
た

と
き

に
呼

ば
な

い
と

い
け

な
い

の
は

割
と

恥
ず

か
し

い
。

処
置

と
は

関
係

な
い

か
も

し
れ

な
い

け
ど

。（
心

理
的

に
も

や
っ

と
す

る
こ

と
は

な
い

か
？

）
あ

る
。

流
さ

な
い

で
呼

ば
な

い
と

い
け

な
い

の
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
。

LS 下
剤

に
よ

る
社

会
的

負
担

（
So

ci
al

 b
ur

de
n 

of
 

la
xa

tiv
e 

us
e）

1.下
剤

使
用

に
伴

う
生

活
の

調
整

（
Li

fe
 a

dj
us

tm
en

ts
 

as
so

ci
at

ed
 w

ith
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xa

tiv
e 

us
e）

A
. 下

剤
を

使
用

す
る

期
間

の
長

さ
の

負
担

（
Bu

rd
en

 o
f t

he
 le

ng
th
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f 

tim
e 

us
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g 
la
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tiv
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a. 
下

剤
を

使
用

す
る

期
間

の
長

さ
の

負
担 （
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rd
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f t

he
 le

ng
th

y 
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rio
d 

of
 

la
xa

tiv
e 

us
e）

（
A

00
07

-0
31

） 
で

も
時

間
が

か
か

り
す

ぎ
る

。（
前

日
か

ら
の

期
間

が
か

か
る

こ
と

か
，

病
院

に
来

て
か

ら
す

る
こ

と
が

多
い

と
い

う
こ

と
か

，
ど

の
部

分
を

指
し

て
い

る
か

？
）

病
院

に
来

て
か

ら
。

10
時

に
来

て
く

れ
，

と
言

わ
れ

て
，

10
時

前
に

到
着

し
て

今
2時

を
過

ぎ
て

い
る

。
そ

の
間

何
も

食
べ

て
い

な
い

。
ど

う
考

え
て

も
か

か
り

す
ぎ

。
b.

 下
剤

を
使

用
す

る
期

間
の

短
縮

の
要

望  （
D

es
ire

 fo
r 

a 
sh

or
te

r 
pe

rio
d 

of
 

la
xa

tiv
e 

us
e）

c. 
検

査
当

日
の

下
剤

を
使

用
す

る
時

間
の

長
さ

の
負

担
（

Bu
rd

en
 o

f t
he

 le
ng

th
 o

f t
im

e 
us

in
g 

la
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tiv
es

 o
n 

th
e 

da
y 

of
 th

e 
ex

am
in

at
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n）
d.

 大
腸

前
処

置
に

必
要

な
期

間
全

体
の

長
さ

の
負

担
（
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f t
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 o

f t
he
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w
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d）

B.
 下

剤
使

用
に

伴
う

家
事

の
調

整 （
A
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us
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en

t o
f h

ou
se

ho
ld

 
ch

or
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 fo
r 
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tiv
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us
e）

a. 
下

剤
使

用
に

伴
う

家
事

の
差

し
控

え
（

W
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ho
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g 
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s 
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r 
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tiv
e 
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e）

（
A

00
19

-0
27

） （
家

で
準

備
し

て
お

い
た

こ
と

は
？

）
夫

が
半

分
寝

た
き

り
。

お
昼

の
も

の
を

こ
し

ら
え

て
冷

蔵
庫

に
入

れ
て

お
い

た
も

の
を

取
り

に
来

て
途

中
で

ひ
っ

く
り

返
し

た
ら

，
元

に
戻

る
し

。
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

の
箱

に
氷

を
入

れ
て

，
お

父
さ

ん
の

近
く

に
置

い
て

お
い

た
。

こ
こ

に
来

る
た

め
に

そ
れ

ぐ
ら

い
。

扇
風

機
を

つ
け

る
よ

う
に

置
い

た
り

，
そ

う
い

う
こ

と
は

し
た

。（
予

測
で

き
て

い
た

，
や

っ
て

お
か

な
い

と
，

と
も

と
も

と
予

定
さ

れ
て

い
た

の
か

？
）

そ
う

。
検

査
が

決
ま

っ
た

時
点

で
。

b.
 下

剤
使

用
に

伴
う

家
事

の
前

倒
し

で
の

実
施

（
M

ov
in

g 
ho

us
eh

ol
d 

ch
or

es
 a

he
ad

 
of

 s
ch

ed
ul

e 
fo

r 
la

xa
tiv

e 
us

e）
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と
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。
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前渋ほか：大腸検査の前処置の負担感の分析 85

下剤/水の温度に起因する腹部の冷え，口渇感（LPh-
2-C，D，E，F）が抽出された。

《LPh-3. 排便に伴う身体のつらさ》下剤による普段
とは異なる排便に起因する身体的負担が抽出された。
急な便意による｛LPh-3-A. 急いで排便しにいくこと
による体のつらさ｝，頻回にトイレに行くことに起因
する｛LPh-3-B. 排便回数の多さによる体のつらさ｝
が挙げられた。

《LPh-4. 下剤に起因する睡眠の妨げ》前日夜の下剤
の効果で睡眠中に便意が生じることにより，｛LPh-
4-A. 腹部症状や排泄による睡眠の妨げ｝が抽出され
た。

《LPh-5. 疲労感》多量の経口腸管洗浄剤を服用する
ことによる｛LPh-5-A. 下剤使用に伴う疲労感｝が抽
出された。

【LPs. 下剤による心理的負担】
《LPs-1. 下剤使用に伴う不安》下剤の効果が十分出
ず，腸内に便が残ると大腸検査に支障が出るため，

｛LPs-1-A. 下剤に起因する大腸前処置不成功への不
安｝が見られた。また，下剤の服用において，自身
で薬剤を水に解かす，一定の時間間隔を空けて繰り
返して服用する，といった手順があることに起因し
た｛LPs-1-B. 下剤の服用方法に関する不安｝が抽出
された。前日からの長時間に渡り，慣れない薬剤を
自身で服用するという状況下にあるため下剤使用中
の不測の事態への不安（LPs-1-C）も聴取された。

《LPs-2. 便意切迫への不安》下剤使用に伴う急な便意
に関する 4 つの負担感が抽出された。前日夜の下剤
により，｛LPs-2-B. 夜間の便意切迫への不安｝が見ら
れた。また，検査当日の医療施設への移動中，仕事
中，その他の場面での便意切迫への不安（LPs-2-A，
C，D）が挙げられた。

《LPs-3. 下剤服用方法の煩わしさ》各薬剤について指
定された方法で服用する必要があり，｛LPs-3-A. 下
剤を飲む手順の煩わしさ｝が見られた。また，水に
溶かして服用する粉末状の下剤では，｛LPs-3-B. 下剤
の溶けにくさ｝が聴取された。

《LPs-4. 恥ずかしさ》大腸前処置の進捗を確認するた
めに，医療者が排泄物を見るプロセスについて，

｛LPs-4-A. 医療者に排泄物を見られる恥ずかしさ｝が
抽出された。

【LS. 下剤による社会的負担】
《LS-1. 下剤使用に伴う生活の調整》前日から当日に
かけて，下剤服用のために生活の調整が必要である
ことに起因する｛LS-1-A. 下剤を使用する期間の長さ
の負担｝が見いだされた。また，家事や仕事，その
他の生活への差支え（LS-1-B，C，D）に関する発言
が見られた。

《LS-2. 他者に下剤使用の補助を依頼する負担》日常
生活の自立度として外出に介助を要した対象者

（A0015）においては，家人によるトイレ介助，家事
や薬剤の準備，物品の準備（LS-2-A，B，C）という
サポートの必要性が見られた。このほか，運転の差
し控えによる｛LS-2-D. 家人による送迎｝の必要性が
見いだされた。

【DPh. 食事制限による身体的負担】
《DPh-1. 食事の量の負担》自身で準備する食事，市
販の検査食のいずれにおいても，量の少なさに起因
する負担感（DPh-1-A，B）が見られた。また，より
明確に｛DPh-1-C. 空腹感｝の訴えも聞かれた。

《DPh-2. 食事の味・食感の負担》市販の検査食は，低
繊維，低脂肪食であり，｛DPh-2-A. 検査食（市販）の
味の負担｝，｛DPh-2-B. 検査食（市販）の食感の負担｝
が抽出された。

【DPs. 食事制限による心理的負担】
《DPs-1. 食事制限に伴う不安》食物の残渣が腸内に
残ることで大腸検査に支障が出るため，｛DPs-1-A. 食
事に起因する大腸前処置不成功への不安｝が聞かれ
た。また，自身で食事を準備する場合，食材選択の
難しさに起因する｛DPs-1-B. 食事制限の方法に関す
る不安｝が抽出された。

《DPs-2. 食事制限の方法の煩雑さによる負担》自身
で食事を準備する場合，低繊維，低脂肪食となるよ
うに食材を選択する必要があり，それに起因して

｛DPs-2-A. 食材選択の煩わしさ｝が抽出された。
《DPs-3. 食材の制限の負担》食材が限られるため，食
べたいものを食べられないつらさや，あきらめに関
する発言が得られ，｛DPs-3-A. 食材の制限の負担｝と
して抽出した。

【DS. 食事制限による社会的負担】
《DS-1. 食事制限に伴う生活の調整》前日からの食事
制限を行うことに起因する，｛DS-1-A. 食事制限の期
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間の長さの負担｝が見いだされた。また，家族と別
の食事をすることによる手間や家事の差し控えなど
の｛DS-1-B. 食事制限に伴う家事の調整｝，食事制限
を行うために，仕事の時間・場所の調整（｛DS-1-C. 
食事制限に伴う仕事の調整｝），前日の禁酒や飲み会
の差し控え（｛DS-1-D. 食事制限に伴うそのほかの生
活の調整｝）に関する負担感が得られた。

《DS-2. 他者に食事制限の補助を依頼する負担》家人
による食事の準備など，｛DS-2-A. 他者に食事制限の
補助を依頼する負担｝が抽出された。

《DS-3. 食事制限に伴う費用の負担》市販の検査食は
購入する必要があり，｛DS-3-A. 食事制限に伴う費用
の負担｝に関する発言が得られた。

大腸前処置の負担感の効果修飾因子
　負担感に関連する発言から，負担感そのものでは
なく，負担感に影響する効果修飾因子と考えられた
項目について，Table 4 に示した。これまでの大腸
検査の経験や検査の重要性の自覚，日常生活の自立
度といった受検者背景の他，大腸前処置を行う環境，
大腸前処置の手順などが挙げられた。

Table 4　大腸前処置の負担感の効果修飾因子

効果修飾因子
受検者背景 これまでの大腸検査の経験

検査の重要性の自覚
負担の大きい他の検査の経験
事前に負担感を大きく見積もること
加齢
日常生活の自立度／併存疾患
就労状況・家事への従事
普段の飲水習慣
普段の睡眠習慣
普段の便通
月経

環境 大腸前処置を行う場所
大腸前処置を行う施設環境の良さ
病院への移動距離・時間

大腸前処置の
手順

腸管洗浄不良による下剤の追加
下剤服用中に水や飴を摂取できること
市販の検査食の利用

考察

　本研究では，大腸前処置の負担感に関する概念を
抽出するため，外来にて大腸前処置を受けた 25 人に
半構造化面接を行った。発言の逐語録をもとに，負
担感を【LPh. 下剤による身体的負担】【LPs. 下剤に
よる心理的負担】【LS. 下剤による社会的負担】

【DPh. 食事制限による身体的負担】【DPs. 食事制限
による心理的負担】【DS. 食事制限による社会的負
担】の 6 カテゴリに分類した。また，これらの負担
感は，受検者背景，大腸前処置を行う環境，大腸前
処置の手順により効果修飾を受ける可能性が示唆さ
れた。
　大腸前処置の満足度を評価するために作成された
Patient Satisfaction Scale（Hatoum et al., 2016） は，
2 ドメイン，計 6 問の尺度である。ドメイン 1 は，下
剤の飲みやすさと味，大腸前処置全体の経験を 5 段
階の選択肢で評価する 3 問，大腸前処置を指示通り
完了できたかを答える 1 問から構成される。ドメイ
ン 2 は，次回大腸検査を行う場合，同様の大腸前処
置の方法を希望するかを問う 2 問から成る。このよ
うに，この尺度では，大腸前処置のプロセスの中で
下剤に関する側面のみが注目されている。本研究の
結果からは，食事制限に関する負担として，制限食
の味や量，食感に起因する【DPh.  食事制限による
身体的負担】，食材選択の複雑さによる不安などの

【DPs. 食事制限による心理的負担】，仕事や家事など
が制限される【DS. 食事制限による社会的負担】が
抽出され，大腸前処置の中で食事制限が最も負担で
あると回答した者（A0016-051）もいた。大腸前処
置の負担感を評価する際には食事制限の側面も考慮
すべきであり，また，これらの負担は，医療施設か
らの食事制限に関する説明の仕方，市販の検査食の
改良などにより改善の余地がある。
　また，Patient Satisfaction Scale では，下剤の飲み
やすさについては，下剤の味という側面のみに注目
している。しかし，今回の結果からは，下剤の飲み
やすさには【LPh. 下剤による身体的負担】【LPs. 下
剤による心理的負担】【LS. 下剤による社会的負担】
に挙げられた多様な要素も関わっていると考えられ
た。これらのドメインでは，下剤による多様な消化
器症状，下剤の服用方法に関する不安，下剤使用に
伴う生活の調整，他者に下剤使用の補助を依頼する
負担が見られている。以上から，大腸前処置におけ
る下剤の負担軽減には，下剤の味や量の改善だけで
なく，下剤の服用方法の簡便さ，服用期間の長さ，
服用する環境の整備などが寄与することが示唆され
た。
　本研究の強みは，1 つ目に，経口腸管洗浄剤とし
て，現時点で市場シェアの多くを占める下剤につい
ての負担感にアプローチできたことである。2 つ目
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に，受検者背景が多様となるように対象者をリクル
ートしており，外来で大腸前処置を受ける者に一般
化可能性が高い結果が得られた点である。
　本研究の限界は，1 つ目に，日常生活が自立した
人が多数であったことである。日常生活の自立度が
低い人に特異的な負担が存在している可能性がある
が，今回は 1 人のみのリクルートにとどまった。2
つ目に，錠剤の下剤を使用した人が含まれなかった
ことである。経口腸管洗浄剤として，錠剤であるビ
ジクリアⓇ（リン酸二水素ナトリウム一水和物・無
水リン酸水素二ナトリウム）が販売されているが，
対象となった医療施設では用いられていなかった。
このような者を対象に含めることで，さらに多様な
負担感を抽出できた可能性がある。
　本研究では，大腸前処置における身体的・心理的・
社会的な負担感に関するドメインを抽出した。本研
究の結果から，大腸前処置の下剤や食事制限による
負担感をより多面的に測定可能な尺度を開発する予
定である。その尺度を用いることで，より負担の軽
い大腸前処置の開発，さらには大腸検査受検者割合
の増加につながることが期待される。

付記

倫理的配慮
　本研究は，健康医療評価研究機構 倫理審査委員
会の承認（第 35 号）を受けて実施した。インタビュ
ーに先立ち，全ての対象者にインフォームド・コン
セントを行い，研究への参加および，インタビュー
内容を録音すること，研究成果が学会，論文発表に
用いられることの同意を取得した。
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要　旨
　大腸内視鏡検査の受検割合が低いことの原因の一つと
して，食事制限と下剤で腸管内容物を排出させる処置（以
下，大腸前処置）の負担が大きいことが挙げられる。本
研究では，大腸前処置の負担感に関する概念を抽出する
ことを目的とした。2022 年 6 月～ 8 月，外来で大腸検査
を受検した成人 25 人（男性 13 人，年齢 中央値 61［範
囲 30-83］歳）に対して，半構造化面接を行った。発言
を分析し，食事制限と下剤のそれぞれによる身体的負担，
心理的負担，社会的負担の 6 つのカテゴリに分類した。
今回得られた知見は，大腸前処置の負担感を網羅的に評
価可能な尺度の開発や，負担の軽い大腸前処置の確立に
つながることが期待される。

キーワード： 質的研究，大腸内視鏡，消化器疾患，下剤，
食事


